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第２節 廃棄物の適正処理の推進

１ 一般廃棄物の現状と対策

(1) 現状

① ごみ処理

ごみ処理は，収集・運搬，中間処理及び最終処分のプロセスからなり，排出されたご

みを資源化・再利用により減量化した上で，環境保全上支障が生じないよう衛生的に処

理することを基本に行われています。減量化，無害化，安全化等を図るためのプロセス

を中間処理（破砕，圧縮，焼却等）といい，廃棄物を最終的に処分するプロセスを最終

処分といいます。

平成28年度における県内のごみの排出総量は563,976tであり，市町村の直営，委託及

び許可業者等により収集している490,806tと，事業所等から直接搬入される69,783tが

市町村の焼却施設，埋立処分地等で処理又は処分されています。

（表２－３，資料編２－(1)，(2))

また，事業活動に伴って生じるごみについては，事業者自ら処理することを求めてい

る市町村が大部分ですが，一部の市町村では許可業者によって収集されたこれらのごみ

の処理を行っています。

平成30年３月末現在，ごみ焼却処理施設は35施設，それ以外の中間処理施設は24施設，

浸出液処理設備等を有する最終処分場については35施設が整備されています。

表２－３ ごみ処理状況

年 度 24 25 26 27 28

計 画 処 理 人 人 人 人 人

区域内人口① 1,710,685 1,701,475 1,687,233 1,676,358 1,665,613

ご 計画収集量 518,445 516,878 512,065 506,175 490,806

み 直接搬入量 63,150 60,451 62,099 69,391 69,783

排ｔ 集団回収量 4,799 4,067 4,237 4,198 3,387

出／
計② 586,394 581,396 578,401 579,764 563,976

量年

処 焼 却 452,795 77.2 451,838 77.7 454,795 78.6 450,181 77.6 440,200 78.0

埋 立 14,835 2.5 15,003 2.6 15,018 2.6 15,624 2.7 14,023 2.5

理ｔ 堆 肥 化 12,611 2.2 14,254 2.4 12,557 2.2 12,636 2.2 12,693 2.3

／ そ の 他 95,282 16.2 95,032 16.3 90,772 15.7 92,826 16.0 87,744 15.6

量年

計 575,523 98.1 576,127 99.1 573,142 99.1 571,267 98.5 554,660 98.4

1人1日当たり排出

量（g／人・日） 939 936 939 945 928

資料：一般廃棄物処理事業実態調査

1人1日当たり排出量＝（②／①／365日（又は366日）×1,000,000）
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② し尿処理

ア し尿処理

し尿処理は，図２－１のようなシステムで行われています。

平成28年度における県内のし尿処理量（公共下水道で処理されるし尿を除く。）は

730,999kL/年であり，このうち714,712kL/年（97.7％）を市町村が処理しています。

一般廃棄物の収集，運搬及び処分は，法令上，市町村の直営又は委託により行うこ

とが原則とされていますが，し尿の収集は，大部分が許可業者により行われています。

し尿を衛生的に処理するために，公共下水道の整備が進められていますが，平成29

年度末の普及率が42.0％（全国78.8％）であることから，汲み取りし尿や浄化槽汚泥

を処理するし尿処理施設は依然として重要な地位を占めています。

また，水洗化志向の高まりに伴って浄化槽の普及が著しく，公共下水道の普及とあ

いまって，汲み取りし尿は減少し，浄化槽汚泥の収集量が増加してきています。

収集されたし尿の大部分（714,712kL/年）は，し尿処理施設で処理されていますが，

農地還元等も行われています。

（表２－４，資料編２－(3)(4)）

図２－１ し尿処理システム
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水洗便所以外 計画収集による汲み取り

自家処理

イ 浄化槽

（ｱ) 浄化槽の設置基数

浄化槽の設置基数は，昭和50年頃，約２万基であったものが年々増加しており，

平成29年度は6,613基が設置され，平成29年度末で，約29万基になっています。

また，生活雑排水とし尿を併せて処理する合併処理浄化槽については，浄化槽法

の改正に伴い，平成13年度以降，原則として設置が義務づけられたこともあり，平

成29年度末で合併処理浄化槽の数は191,677基（66.0％）となっています。

（表２－５，表２－６）

(ｲ) 法定検査

浄化槽は，浄化槽法の施行（昭和60年10月１日）に伴い，使用開始後の検査（法

第７条）及び定期検査（法第11条）が義務付けられましたが，本県においては，浄

化槽法第57条の規定に基づき「公益財団法人鹿児島県環境保全協会」がこの法定検

査の検査機関として知事の指定を受け，検査業務を実施しています。

平成28年度の検査結果は，それぞれ表２－７，表２－８のとおりですが，不適正

であると判定された主な原因としては，使用開始後の検査では，不適正工事，無管

理が，また，定期検査では施設の老朽化，構造上の欠陥，不十分な維持管理等があ

げられます。

なお，定期検査結果の推移を表２－９に示しました。
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表２－４ し尿処理状況
年 度 24 25 26 27 28
計 画 処 理 人 人 人 人 人
区 域 内 人 口 1,710,085 1,701,475 1,687,233 1,676,358 1,665,613

計 計 し尿処理施設 713,115 97.4 707,350 97.7 699,746 97.7 696,369 97.8 714,712 97.8
画し 画 下水道投入 629 0.1 611 0.1 592 0.1 3,996 0.6 12,462 0.1
処尿 処 農 地 還 元 14,617 2.0 12,381 1.7 15,458 2.2 11,742 1.6 559 1.7
理処 理 そ の 他 3,571 0.5 3,426 0.5 0 0 0 0 3,083 0.4
区理 量 計 731,932 100.0 723,768 100.0 715,796 100.0 712,107 100 730,816 100.0
域量 自家処理量 363 0.0 333 0.0 304 0.0 240 0.0 183 0.0
内 計（ｋL） 732,295 100.0 724,101 100.0 716,100 100.0 712,347 100.0 730,999 100.0

公共下水道 人 人 人 人 人
水 人 口 649,671 653,717 664,051 659,310 649,943
洗 ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ人口 8,569 8,655 8,580 8,610 8,569
化 浄化槽人口 789,740 809,085 808,316 823,583 815,580

計 1,447,980 1,471,457 1,480,947 1,491,503 1,474,092
非 計画収集人口 262,404 229,737 205,974 184,590 191,342
水洗 自家処理人口 301 281 312 265 179
化 計 262,705 230,018 206,286 184,855 191,521

※ し尿処理量＝汲み取りし尿量＋浄化槽汚泥量
し尿の海洋投棄は，平成19年２月以降禁止されている。
浄化槽人口には，農業集落排水処理施設等の人口を含む。

表２－５ 浄化槽設置基数の推移

年 度 基 数 年 度 基 数 年 度 基 数

Ｓ 54 48,085 4 147,603 17 266,969

55 55,693 5 158,605 18 271,732

56 63,318 6 170,188 19 271,080

57 70,445 7 181,851 20 275,348

58 78,004 8 194,087 21 271,500

59 80,976 9 206,250 22 269,255

60 88,669 10 211,890 23 267,244

61 95,680 11 228,865 24 269,608

62 104,045 12 231,865 25 274,301

63 111,343 13 240,696 26 278,796

Ｈ 1 119,219 14 249,407 27 282,749

2 127,995 15 254,554 28 287,136

3 137,104 16 259,204 29 290,442

表２－６ 浄化槽の人槽別設置基数（平成29年度末現在）

人 槽
～20 21～100 101～200 201～500 501～3000 3001～ 計

区 分

単独処理浄化槽 89,910 8,308 388 158 1 0 98,765

合併処理浄化槽 182,504 6,975 1,053 881 255 9 191,677
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表２－７ 浄化槽の使用開始検査状況（平成29年度）

検査結果

人 槽
浄化槽の 検 査

適正 概ね適正 不適正
種 別 実施数

件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）

5～ 10 合併 6,076 5,779 95.1 181 3.0 116 1.9

11～ 20 合併 127 119 93.7 4 3.1 4 3.1

21～ 50 合併 213 200 93.9 4 1.9 9 4.2

51～100 合併 42 41 97.6 0 0.0 1 2.4

101～500 合併 12 10 83.3 1 8.3 1 8.3

501～ 合併 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0

合 計 合併 6471 6150 95.0 190 2.9 131 2.0

表２－８ 浄化槽の定期検査状況（平成29年度）
検査結果

人 槽
浄化槽の 検 査

適正 概ね適正 不適正
種 別 実施数

件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）

5 単独 19,173 17,514 91.3 689 3.6 970 5.1

～10 合併 55,455 51,946 93.7 2,204 4.0 1,305 2.3

11 単独 2,731 2,524 92.4 112 4.1 95 3.5

～20 合併 2,851 2,603 91.3 191 6.7 57 2.0

21 単独 4,717 4,351 92.2 228 4.8 138 2.9

～50 合併 4,501 4,115 91.4 278 6.2 108 2.4

51 単独 771 701 91.0 42 5.4 28 3.6

～100 合併 1,253 1,182 94.3 48 3.8 23 1.8

101 単独 412 372 90.3 26 6.3 14 3.4

～500 合併 1,631 1,493 91.5 110 6.7 28 1.7

501～ 単独 1 1 100.0 0 0.0 0 0.0

合併 242 227 93.8 12 5.0 3 1.2

合 計 単独 27,805 25,463 91.6 1,097 3.9 1,245 4.5

合併 65,933 61,566 93.4 2,843 4.3 1,524 2.3
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表２－９ 浄化槽の定期検査状況

判定 適 正 概ね適正 不適正 計

年度 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）

62 6,068 75.5 966 12.0 1,002 12.5 8,036 100.0

63 6,619 74.1 1,128 12.6 1,185 13.3 8,932 100.0

H 1 6,744 73.6 1,079 11.8 1,333 14.6 9,156 100.0

2 7,163 74.1 1,190 12.3 1,306 13.5 9,659 100.0

3 7,623 75.2 1,065 10.5 1,445 14.3 10,133 100.0

4 8,598 79.4 953 8.8 1,274 11.8 10,825 100.0

5 9,178 80.5 911 8.0 1,307 11.9 11,396 100.0

6 9,818 80.9 919 7.5 1,391 11.4 12,128 100.0

7 10,620 82.5 918 7.1 1,321 10.2 12,859 100.0

8 11,239 83.2 920 6.8 1,350 10.0 13,509 100.0

9 11,792 84.0 829 5.9 1,422 10.1 14,043 100.0

10 12,398 84.6 842 5.7 1,424 9.7 14,664 100.0

11 13,052 85.0 815 5.3 1,489 9.7 15,356 100.0

12 13,547 85.7 814 5.2 1,440 9.1 15,801 100.0

13 14,102 87.2 795 4.9 1,275 7.9 16,172 100.0

14 14,734 86.4 871 5.1 1,443 8.5 17,048 100.0

15 17,785 87.8 831 4.1 1,638 8.0 20,254 100.0

16 19,251 88.8 809 3.7 1,621 7.5 21,681 100.0

17 24,236 89.3 1,529 5.6 1,380 5.1 27,145 100.0

18 31,867 90.4 1,744 4.9 1,640 4.7 35,251 100.0

19 39,907 92.5 1,656 3.8 1,598 3.7 43,161 100.0

20 52,138 93.7 1,674 3.0 1,826 3.3 55,638 100.0

21 70,869 94.0 2,445 3.2 2,117 2.8 75,431 100.0

22 69,265 92.8 3,109 4.2 2,261 3.0 74,635 100.0

23 66,068 92.0 2,936 4.1 2,792 3.9 71,796 100.0

24 72,012 93.2 2,764 3.6 2,490 3.2 77,266 100.0

25 72,645 93.3 2,692 3.5 2,561 3.3 77,898 100.0

26 82,946 92.4 3,939 4.4 2,913 3.2 89,798 100.0

27 87,550 92.8 3,902 4.1 2,869 3.0 94,321 100.0

28 86,179 93.5 3,146 3.4 2,896 3.1 92,221 100.0

29 87,029 92.8 3,940 4.2 2,769 3.0 93,738 100.0

（ｳ）改善指導等

法定検査で「不適正」と判定された2,769基については，各地域振興局等が立入

検査等を実施し，判定結果に基づく改善指導を行いました。

不適正と判断された浄化槽については，放流水を採取しＢＯＤの分析を行い基準

値を超えたものについては，文書による指導を行いました。

（ｴ）浄化槽保守点検業者登録条例

浄化槽法第48条の規定に基づいて「鹿児島県浄化槽保守点検業者登録条例」を制

定し，昭和61年４月１日から施行しています。

平成29年度末現在，76業者が登録されています。

(2) 対策

① ごみ処理

ア ごみの広域処理の推進
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国においては，平成17年度に循環型社会形成推進交付金制度を創設し，市町村等が，

廃棄物の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を総合的に推進するため，市町

村の自主性と創意工夫を活かしながら広域的かつ総合的に廃棄物処理・リサイクル施

設の整備等を推進することにより，循環型社会の形成を図ることとしています。

県においては，平成14年３月に策定した「県廃棄物処理計画」（平成28年３月改定）

に基づき，溶融固化を含む高度な焼却施設，リサイクルの拠点となるリサイクルプラ

ザ及び最終処分場など，市町村等における施設の計画的な整備を促進しています。

イ ごみ減量化・リサイクルの推進

国においては，これまで，廃棄物処理施設整備緊急基本法に基づき，昭和38年度か

ら８次にわたり廃棄物処理施設整備計画を策定し，リサイクル関連施設等の計画的な

整備を進めてきました。現在は，平成15年６月に公布された改正廃棄物処理法に，新

たに廃棄物処理施設整備計画に係る規定が設けられたことに伴い，平成25年５月に，

平成25年度～平成29年度を計画期間とし，計画期間中の事業実施目標等を定めた新た

な整備計画を定め，この計画に基づいて，リサイクル関連施設等の整備を推進してい

ます。

また，平成９年６月に公布された改正廃棄物処理法でも廃棄物の適正な処理の確保

とともに減量化・リサイクルがその重点事項となっており，さらに，平成12年４月に

容器包装リサイクル法が，平成13年４月に家電リサイクル法が，平成17年１月に自動

車リサイクル法が，平成25年４月に小型家電リサイクル法が完全施行されています。

ごみ減量化・リサイクル対策は，県民，事業者，行政が一体となって取り組まなけれ

ばならない課題であり，県廃棄物処理計画に基づき，ごみの減量化・リサイクルを一

層推進する必要があります。

② し尿処理

県民の日常生活に伴って生ずる生活排水については，全量処理施設での処理を図るた

め，施設の整備及び広域的な処理体制の確立に努めることとしています。

また，平成９年度からし尿とともに生ごみをリサイクルする汚泥再生処理センターが

国庫補助対象となったことから，適正処理に加えリサイクルを促進することとしていま

す。

一方，県民の水洗化志向は根強いものがあり，今後とも浄化槽の設置基数は年々増加

していくものと予想されます。

浄化槽は，製造，施工，保守点検，清掃，使用が適正に行われていてこそ，その機能

を発揮するものであることから，設置者，施工業者，維持管理業者等に対する意識の啓

発が不可欠です。

こうしたことから，関係団体等との連携を図り，生活排水対策セミナーなどの講習会

を定期的に実施するとともに，法定検査の励行並びに立入調査等を通じた維持管理指導

に努めることとしています。

また，廃棄物処理法に基づく一般廃棄物処理計画に，生活排水処理計画を盛り込むこ

とが市町村に義務付けられており，引き続き，生活排水処理の有効な施設である合併処

理浄化槽の整備を一層推進する必要があります。
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２ 産業廃棄物の現状と対策

(1) 現状

① 産業廃棄物の発生状況

平成27年度の県内における産業廃棄物の発生量は，8,365千トンと推計されます。

業種別の排出状況は，表２－10に示すとおり，農業系廃棄物が約5,923千トンで最も

多く，次いで製造業系1,183千トン，建設業系700千トンと続き，以下，鉱業，サービス

業の順となっています。種類別の排出量は，表２－11に示すとおり，動物のふん尿が

5,912千トンで最も多く，次いでがれき類626千トン，汚泥580千トンと続き，以下，廃酸

（焼酎粕など），動植物性残さ，木くずの順となっています。

② 産業廃棄物の処理状況

動物のふん尿については，そのほとんどが肥料として利用されており，農業を除く汚

泥やがれき類等については，中間処理によって約781千トンが減量化され，直接又は中

間処理された後，再利用されるものが約1,543千トンとなっています。

③ 産業廃棄物処理施設の設置状況

産業廃棄物の処理施設としては，産業廃棄物の減量化，安定化，無害化等を行うため

の中間処理施設と産業廃棄物の最終処分場などがあり，県内の施設の平成29年度の設置

状況は表２－12に示すとおりであり，中間処理施設が517か所，最終処分場が31か所と

なっています。

中間処理施設では，木くず又はがれき類の破砕施設が350か所と最も多く，全中間処

理施設の半数以上を占め，次いで汚泥の脱水施設が71か所となっています。

また，最終処分場ではがれき類など安定５品目を処分する安定型最終処分場が29か所

とそのほとんどを占め，汚泥等を処分する管理型最終処分場は２か所となっています。

表２－10 産業廃棄物の業種別排出量（推計） （単位：千トン）
年 度

平成17年度 平成22年度 平成27年度
種 類
農 業 5,925 6,024 5,923
鉱 業 184 104 42
建 設 業 840 882 700
製 造 業 1,277 975 1,183
運 輸 ・ 通 信 業 7 3 14
電気・ガス・水道業 17 9 10
サ ー ビ ス 業 70 12 15
そ の 他 447 496 478
合 計 8,767 8,504 8,365
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表２－11 産業廃棄物の種類別発生量（推計） （単位：千トン）
年 度

平成17年度 平成22年度 平成27年度
種 類
燃 え 殻 9 5 4
汚 泥 887 706 580
廃 油 16 20 13
廃 酸 532 360 557
廃 ア ル カ リ 31 11 57
廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 30 53 46
紙 く ず 6 5 6
木 く ず 114 119 74
繊 維 く ず 0 1 1
動 植 物 性 残 さ 242 230 282
金 属 く ず 51 56 41
ｶﾞﾗｽくず,ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 45 47 70
鉱 さ い 88 101 32
が れ き 類 782 735 626
ば い じ ん 0 0 0
動 物 の ふ ん 尿 5,915 6,013 5,912
動 物 の 死 体 6 6 6
そ の 他 の 産 業 廃 棄 物 － 2 2
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 13 18 54

合 計 8,767 8,504 8,365

表２－12 産業廃棄物処理施設設置状況 （単位：件）
年 度

平成18年度 平成29年度
処理施設

汚 泥 の 脱 水 施 設 85(15) 71( 5)
汚 泥 の 乾 燥 施 設 3( 0) 3( 0)
汚 泥 の 焼 却 施 設 3( 0) 6( 3)

中 廃 油 の 油 水 分 離 施 設 4( 1) 4( 1)
間 廃 油 の 焼 却 施 設 3( 0) 5( 3)
処 廃酸・廃アルカリの中和施設 12( 2) 8( 1)
理 廃プラスチック類の破砕施設 13( 2) 39(13)
施 木くず又はがれき類の破砕施設 246(48) 350(75)
設 廃プラスチック類の焼却施設 11( 5) 9( 5)

そ の 他 の 焼 却 施 設 22( 6) 16( 7)
コ ン ク リ ー ト 固 型 化 施 設 1( 0) 1( 0)
シ ア ン の 分 解 施 設 8( 0) 5( 0)

小 計 411(79) 517(113)
最 処 安 定 型 最 終 処 分 場 35(11) 29(10)

分 管 理 型 最 終 処 分 場 1( 0) 2( 0)
終 場 遮 断 型 最 終 処 分 場 0( 0) 0( 0)

小 計 36(11) 31(10)
合 計 447(90) 548(123)

（ ）は，鹿児島市分で内書
④ 産業廃棄物処理業の許可状況

産業廃棄物は，排出事業者の責任において適正に処理しなければなりませんが，自ら

処理できない場合は，知事等の許可を受けた専門の処理業者に委託して処理することが

できることとされています。

産業廃棄物の処理業者として知事又は鹿児島市長の許可を有する者（許可の数）は表

２－13，表２－14のとおりであり，平成29年度末で知事の許可が2,709件，鹿児島市長

の許可が261件，合計して2,970件となっています。

許可の種類別にみると，知事許可，鹿児島市長許可とも収集・運搬業が圧倒的に多く，

合計して2,607件と全許可件数の約90％を占めています。
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表２－13 産業廃棄物処理業の許可状況（１） （知事許可分）
年度 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年
業種
収 集 運 搬 業 2,097 2,134 2,175 2,218 2,356 2,318 2,437

処 中 間 処 理 の み 243 241 237 237 245 244 255

分 最 終 処 分 の み 7 7 6 6 6 6 6

業 中間処理＋最終処分 12 10 11 11 11 11 11

計 2,359 2,392 2,429 2,472 2,618 2,579 2,709

表２－14 産業廃棄物処理業の許可状況（２） （鹿児島市長許可分）
年度 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年
業種
収 集 運 搬 業 692 510 359 243 175 174 170

処 中 間 処 理 の み 68 69 68 77 79 80 82

分 最 終 処 分 の み 3 4 3 3 2 2 2

業 中間処理＋最終処分 7 6 7 7 7 7 7

計 770 589 437 330 263 263 261

(2) 対策

① 鹿児島県産業廃棄物の処理に関する基本方針

社会経済活動の活発化に伴って大量に発生する多種多様な産業廃棄物を県民の理解と

信頼を得ながら適正に処理し，良好な生活環境の保全と健全な経済活動の発展を図るた

め，総合的な産業廃棄物行政推進の指針として，平成９年12月に「鹿児島県産業廃棄物

の処理に関する基本方針」を策定しました。

（主な内容）

ア 産業廃棄物の減量化・リサイクルの推進

イ 県内完結型の産業廃棄物処理の推進

(ｱ) 県内処理体制の整備等

ａ 安定型最終処分場の整備促進

ｂ 管理型最終処分場の整備推進

ｃ 中間処理施設の整備促進

ｄ ミニ処分場の適正化

ｅ 最終処分を目的とした県外産業廃棄物搬入の抑制

(ｲ) 産業廃棄物処理の適正化

(ｳ) 排出事業者処理責任の確立

(ｴ) 不法投棄対策の推進

ウ 普及啓発及び産業廃棄物処理施設に関する情報公開の推進

② 鹿児島県産業廃棄物等の処理に関する指導要綱

産業廃棄物処理施設の設置に係る問題等に適切に対処するため，平成３年４月１日に

「鹿児島県産業廃棄物等の処理に関する指導要綱」を制定しています。

（指導要綱の規定内容）

ア 産業廃棄物処理施設の設置等に係る事前協議の実施

イ 県外産業廃棄物の搬入に係る事前協議の実施

ウ 不法投棄対策

エ 事故時の措置

オ この指導要綱を遵守しない場合の勧告及び公表
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③ 立入調査及び収去試験

金属等（有害物質）を含む産業廃棄物は，環境保全上重大な影響を及ぼすおそれがあ

ることから，最終処分場や焼却施設等については，定期的な立入調査を行った上で処理

体制の把握に努めるとともに，それぞれ浸出水や燃え殻等について収去試験を実施して

います。

なお，平成29年度の収去試験実施状況は表２－15のとおりです。

表２－15 収去試験実施状況（平成29年度）

業 種 等 試料名 検体数 事業所

浸透水 18 18
産業廃棄物最終処分場

浸出水，地下水 6 2

中間処理施設・排出事業者 汚 泥 7 6

周辺環境影響調査 地下水，井戸等 12 2

焼却施設ダイオキシン類調査 ばいじん，燃え殻 16 10

合 計 59 38

④ 不法投棄防止対策の強化

廃棄物の不法投棄等（不適正処理）の根絶を図るため，毎年11月を「不法投棄防止強

化月間」と定め，産業廃棄物等の不法投棄防止に対する県民への啓発を図るとともに，

関係部局・機関との協調のもと集中的な監視パトロールを実施し，不法投棄の早期発見，

早期対応並びに廃棄物の適正処理指導に努めています。

平成29年度においても，県警本部，第十管区海上保安本部，(一社)鹿児島県産業廃棄

物協会と合同による不法投棄防止パトロール出発式の実施やラジオＣＭ，ポスター，車

両マグネットシート等で広報を行いました。

⑤ 啓発活動

産業廃棄物を適正に処理し，生活環境の保全を図っていくためには，排出事業者・処

理業者のみでなく広く県民の理解と協力を得ることが不可欠であることから，講習会，

研修会，広報紙等を通じて産業廃棄物に関する知識の普及に努めています。

⑥ 特定の産業廃棄物対策

ア 家畜排せつ物

本県における産業廃棄物の発生量の約７割を占める家畜排せつ物については，現在，

約８割が堆肥化処理や農地還元等により農業利用され，その他は浄化処理等により，

おおむね適正に処理されています。

しかし，一方，悪臭や水質汚濁など畜産経営に起因する苦情は依然として散見され，

地域環境と調和した環境保全型畜産を確立する必要があることから，家畜排せつ物の

管理の適正化及び利用の促進に関する法律に基づく県計画を策定して，適正処理及び

利用の促進のための取組を行っています。
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イ 焼酎粕

本県における焼酎粕の処理対策については，通常の汚水処理施設では対応が難しい

こと，発生量が季節的に大きく変動することなどの問題があり，現在，陸上プラント

による処理，農地還元，畜産飼料化などの方法で処理されています。

焼酎粕については，有効利用と適正処理の両面から対応策について検討を行い，地

域の諸条件に応じた適正な処理がなされるよう県酒造組合を通じて，県内焼酎製造業

者に対し依頼しています。

なお，平成29酒造年度（平成29年７月～平成30年６月）では，246千トンの発生量

に対して，130千トン(52.9％)が陸上プラント等，64千トン(26.0％)が農地還元，

52千トン(21.1％)が飼料の方法で処理されており，平成22酒造年度から海洋投入によ

る処理は０（ゼロ）となっています。

ウ 医療廃棄物

医療廃棄物の処理については，感染性廃棄物処理マニュアル等に基づき，排出事業

者に対して，管理体制の充実，分別の徹底，処理処分の適正化，マニフェスト制度の

運用などの指導を行い，適正処理の推進に努めています。

エ ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物

ＰＣＢは，昭和43年に発生したカネミ油症事件後その毒性が社会問題化し，昭和47

年に製造及び製品への使用が中止となり，その後長期間にわたり処理が行われず，結

果として保管が続いている状況にありましたが，平成13年６月に「ポリ塩化ビフェニ

ル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」が制定され，ＰＣＢ廃棄物を所有

する事業者に対し，保管状況の届出のほか，一定期間内における適正な処分が義務づ

けられました。

平成16年4月に，国の管理のもとＰＣＢ廃棄物の処理を行う機関として「日本環境

安全事業株式会社（平成26年12月に「中間貯蔵・環境安全事業株式会社」へ改組）」

が設立され，平成16年から全国５か所でその処理事業が行われています。本県分のＰ

ＣＢ廃棄物については，北九州市に整備された広域処理施設において処理が行われて

いるところであり，処分期間については，高圧変圧器・コンデンサーが平成30年３月

末まで，安定器等・汚染物が2021年（平成33年）３月末までと定められています。

また，近年，ＰＣＢを使用していないとされていた電気機器等の一部から微量のＰ

ＣＢに汚染された絶縁油の存在が明らかとなり，これらが廃棄物（以下「低濃度ＰＣ

Ｂ廃棄物」という。）となったものが，広域処理施設での処理対象ではないことから，

その性状等を踏まえた処理体制について，廃棄物処理法の一部改正等が行われ，現在，

認定等を受けた処理施設において処理が行われています。

なお，平成29年度末においてＰＣＢ廃棄物は242事業所で，うち低濃度ＰＣＢ廃棄

物は205事業所で保管されています。

⑦ その他の対策

ア 産業廃棄物の排出抑制，減量化，リサイクルの推進

産業廃棄物は，発生形態が複雑で種類も多種多様であり，排出の抑制や減量化，リ

サイクルが進んでいないものもあります。
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そのため，産業廃棄物をより一層資源として有効利用し，環境に対する負荷を軽減

するために，産業廃棄物税による税収を活用し，産業廃棄物の排出抑制，減量化，リ

サイクルを推進します。

イ 県外産業廃棄物の搬入抑制

九州各県の排出事業者からの県外産業廃棄物の搬入については，これまでの地域的

・経済的つながりを考慮して，知事が特に認めたときに限り搬入を認めることとして

いますが，最終処分を目的とした搬入については，地元市町村長の意見を聴いて適切

に対応することとしています。

その他の地域の排出事業者からの搬入については，原則として認めないこととして

います。

３ 公共関与による管理型最終処分場（エコパークかごしま）の運営

産業廃棄物管理型最終処分場は，本県における循環型社会の形成や地域産業の振興を図る

上で必要不可欠な施設であることから，県として，公共関与により安全性の高い全国でもモ

デルとなるような施設の整備に取り組み，「エコパークかごしま」として平成26年12月に完

成，平成27年１月に開業しました。

県としては，引き続き，安心・安全を第一として，安定した施設の運営が図られるよう努

めています。


